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Ｔ
Ｅ
Ｄ
は
米
国
の
非
営
利

団
体
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・

デ
ザ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
人

類
の
様
々
な
活
動
の
中
か

ら
、
広
め
る
価
値
の
あ
る
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
、
そ
の
活

動
を
し
て
い
る
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら

い
、
Ｔ
Ｅ
Ｄ
ト
ー
ク
ス
と
し

て
世
界
に
配
信
し
て
い
ま

す
。
先
日
は
、
様
々
な
人
々

の
人
生
を
75
年
間
に
わ
た
っ

て
追
跡
し
、
健
康
で
幸
せ
な

人
生
を
お
く
る
た
め
の
秘
訣

を
解
析
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
教
授
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
し
た
。
結
論
的
に
は

「
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
こ

と
」
が
健
康
で
幸
せ
な
人
生

を
お
く
る
た
め
の
秘
訣
の
一

つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

よ
い
人
間
関
係
と
は
、
単

に
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
上
で
何

千
人
も
の
友
達
が
い
る
と
か

で
は
な
く
、
個
人
が
主
観
的

に
「
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
る
」
関
係
を
い
い
、
逆
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
な
け
れ
ば
、
集
団
の
中
に

い
て
も
、
結
婚
し
て
い
て

も
、
人
は
孤
独
に
な
り
得
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

さ
て
、
例
え
ば
仕
事
で
様

々
な
人
間
関
係
が
あ
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
つ
な
が

っ
て
い
る
と
感
じ
る
」
関
係

を
築
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

あ
る
い
は
築
く
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
先
の
研
究
で

は
、
よ
い
人
間
関
係
を
築
く

傾
向
に
あ
る
の
は
「
柔
軟

性
」
の
あ
る
人
で
あ
り
、
他

人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

と
せ
ず
に
、
他
人
の
考
え
を

尊
重
で
き
る
こ
と
が
よ
い
人

間
関
係
を
維
持
し
、
健
康
で

幸
せ
な
人
生
に
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
私
個
人
と
し
て
は
、
教

室
幹
事
、
臨
床
医
、
研
究

者
、
先
輩
あ
る
い
は
後
輩
と

し
て
、
中
間
管
理
職
な
り
に

上
下
か
ら
柔
軟
な
対
応
を
求

め
ら
れ
る
日
々
の
中
に
い

て
、
尊
敬
さ
れ
る
ま
で
で
は

な
く
て
も
、
ま
ず
頼
ら
れ
る

存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
受
容
す
る

心
を
大
き
く
開
き
、
柔
軟
な

心
で
相
手
を
認
め
、
お
互
い

に
信
頼
し
あ
え
る
関
係
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
マ
ー

ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
が
「
人
生

は
あ
ま
り
に
儚
い
、
だ
か
ら

そ
の
人
生
に
人
と
争
っ
た
り

す
る
時
間
な
ど
な
い
」
と
い

っ
た
よ
う
に
、
一
回
き
り
の

貴
重
な
日
々
を
そ
の
よ
う
に

し
て
大
切
に
生
き
る
、
そ
れ

が
健
康
で
幸
せ
な
人
生
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
形
成
外
科
学
教
室
専
任
講

師　

矢
澤
真
樹　

75
回
）

新
た
な
専
門
医
制
度
の
実
施
に
向
け
て

池
田 

康
夫（
47
回
）

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

特別寄稿

る
。

　

１
５
０
周
年
募
金
か
ら
現

在
の
新
病
院
棟
建
設
募
金
に

至
る
２
０
１
６
年
４
月
ま
で

に
、
新
病
院
棟
建
設
へ
の
多

大
な
ご
寄
付
を
賜
っ
た
方
々

に
対
し
、
６
月
11
日
三
四
会

評
議
員
会
の
席
上
で
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

募
金
活
動
へ
ご
貢
献
頂
い

た
方
々
へ
の
感
謝
の
し
る
し

と
し
て
、
記
念
バ
ッ
ジ
、
病

院
棟
内
の
銘
板
の
設
置
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
特
に
多
大
な
ご
協
力
を

賜
っ
た
方
々
に
対
し
て
さ
ら

な
る
感
謝
の
意
を
表
し
て
、

三
四
会
が
感
謝
状
を
贈
呈
す

る
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

三
四
会
員
と
、
そ
の
関
連
す

る
法
人
・
団
体
、
そ
し
て
三

四
会
を
通
し
て
ご
協
力
を
賜

っ
た
法
人
・
関
係
者
を
招
待

し
て
贈
呈
式
が
三
四
会
評
議

員
会
の
席
上
で
執
り
行
わ
れ

た
。

　

既
に
、
残
念
な
が
ら
ご
逝

去
さ
れ
た
方
々
も
あ
り
、
ご

遺
志
を
引
き
継
が
れ
る
ご
親

族
の
方
々
が
出
席
さ
れ
た
。

こ
の
皆
様
の
慶
應
義
塾
へ
の

深
い
愛
情
と
、
後
に
続
く
慶

應
医
学
の
医
療
の
発
展
へ
の

期
待
か
ら
、
尊
い
ご
寄
付
を

し
て
頂
い
た
こ
と
に
、
身
の

引
き
締
ま
る
想
い
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

三
四
会
員
全
員
が
志
を
共
有

し
、
新
病
院
棟
建
設
の
た
め

の
募
金
に
参
画
し
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、

胸
に
う
け
と
め
る
機
会
で
あ

っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
残
さ
れ
た

２
年
間
の
募
金
活
動
の
期
間

に
、
ご
協
力
を
頂
い
た
方
々

に
対
し
毎
年
贈
呈
式
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
ご
貢
献
に
対
し
、
改
め

て
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

新
病
院
棟
建
設
へ
の
多
大
な
貢
献
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

三四会社会功労賞、三四会奨励賞受賞者たち
（会長・古梶担当副会長とともに）

　

新
病
院
棟
建
設
工
事
も
着

々
と
進
行
し
て
い
る
中
で
、

建
設
募
金
の
活
動
も
各
母
体

を
中
心
に
活
発
化
し
て
い

　

湘
南
藤
沢
中
等
部
に
入

学
し
て
か
ら
医
学
部
を
卒

業
す
る
ま
で
の
12
年
間
を

慶
應
義
塾
で
学
び
ま
し

た
。
卒
業
後
は
麻
酔
科
に

入
局
し
、
現
在
は
医
局
関

連
病
院
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。
在
学
中
に
は
教
師
を

は
じ
め
所
属
し
て
い
た
體

育
會
弓
術
部
や
医
学
部
弓

道
部
の
先
輩
、
卒
業
後
は

医
局
の
先
輩
と
多
く
の
方

々
に
育
て
て
頂
い
て
今
の

私
が
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
一
医
局
員
と
し
て

教
室
の
名
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
勤
務
す
る
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、
育
て
て
頂
い

た
御
恩
に
報
い
る
一
つ
と

し
て
募
金
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
自
身
、
寄
付
に
助
け

ら
れ
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
医
学
部
時
代
、
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
舎
ス

ラ
イ
ド
に
伴
い
築
40
年
の

弓
道
場
が
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
の
弓
道
場
が
部
員
お
よ

び
卒
業
生
の
資
金
で
建
て

た
も
の
で
し
た
の
で
、
移

転
に
伴
う
建
築
費
用
は
医

学
部
に
負
担
し
て
頂
き
ま

し
た
。
た
だ
し
大
学
の
負

担
は
建
物
の
み
で
、
そ
の

他
は
弓
道
部
の
負
担
と
な

り
ま
し
た
。
当
然
、
部
員

だ
け
で
は
賄
え
ま
せ
ん
の

で
部
の
先
輩
方
に
も
広
く

寄
付
を
募
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
多
く
の
温
情
を

頂
戴
し
、
體
育
會
弓
術
部

の
支
援
も
受
け
て
弓
道
場

の
使
用
に
必
要
な
も
の
を

揃
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
当
時
、
私
は
会
計
の

担
当
者
と
し
て
移
転
に
携

わ
り
関
係
す
る
皆
様
か
ら

頂
い
た
寄
付
の
有
難
さ
を

深
く
感
じ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
一
定
の
収
入

を
頂
き
私
自
身
も
寄
付
を

始
め
て
か
ら
気
付
い
た
こ

と
で
す
が
、
私
達
が
募
っ

た
寄
付
に
控
除
は
な
く
、

昨
今
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
よ
う
な
見
返
り
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
育
児
や

教
育
、
健
康
を
害
し
た
際

に
備
え
て
の
貯
蓄
も
必
要

な
な
か
、
後
輩
の
た
め
に

寄
付
を
下
さ
っ
た
こ
と
に

改
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
創
立
１
０
０
年

記
念
事
業　

新
病
棟
建
設

事
業
」
と
私
の
体
験
で
は

目
標
と
し
て
い
る
額
も
募

金
を
お
願
い
し
て
い
る
人

数
も
桁
が
違
い
ま
す
。
勿

論
、
募
金
や
寄
付
に
は
強

制
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
一
人
一
人
が
生
活

を
崩
さ
な
い
範
囲
で
募
金

を
す
る
こ
と
で
「
塵
も
積

も
れ
ば
山
と
な
る
」
よ
う

に
大
き
な
額
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
慶

應
義
塾
で
育
っ
た
私
達
の

手
で
事
業
を
盛
り
立
て
て

参
り
ま
し
ょ
う
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

慶
應
義
塾
の
恩
恵
を
受
け
た
身
と
し
て

御
園
生 

与
志（
83
回
）

独
立
行
政
法
人
　
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
　
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度
三
四
会
社
会
功
労
賞

平
成
28
年
度
三
四
会
奨
励
賞

〈
臨
床
分
野
〉

〈
基
礎
分
野
〉

石
黒 

　
隆

壽
原 
朋
宏

山
田 

満
稔

中
島
振
一
郎

長
谷
川
一
宏

遠
藤 

　
仁

橋
本 

浩
平

（
整
形
外
科
学
教
室
）

（
麻
酔
学
教
室
）

（
産
婦
人
科
学
教
室
）

（
精
神
神
経
科
学
教
室
）

（
内
科
学（
腎
内
代
）教
室
）

（
内
科
学
（
循
環
器
）
教
室
）

（
外
科
学
教
室
）

「
指
の
関
節
周
囲
の
骨
折
に
対
す
る

治
療
に
新
時
代
を
開
い
た
こ
と
。
特

に
日
常
し
ば
し
ば
起
こ
る
い
わ
ゆ
る

突
き
指
＝M

allet finger

に〝
石
黒

法
〟と
し
て
、
世
界
中
で
ゴ
ー
ル
ド

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
教
科
書
に
記

載
さ
れ
、
常
用
さ
れ
る
治
療
法
を
確

立
し
た
こ
と
」

「
低
酸
素
応
答
に
よ
るC

ori

回
路
制

御
機
構
の
解
明
〜
低
酸
素
セ
ン
サ
ー

P
H

D
2

を
標
的
と
し
た
新
た
な
乳
酸

ア
シ
ド
ー
シ
ス
治
療
法
の
開
発
〜
」

「
ヒ
ト
卵
子
は
1
型
糖
尿
病
の
体
細
胞
核

を
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
２
倍
体
の
多
能

生
幹
細
胞
を
樹
立
す
る
」

木
須 

伊
織
（
産
婦
人
科
学
教
室
）

「
非
ヒ
ト
霊
長
類
動
物
に
お
け
る
子
宮
移

植
技
術
の
開
発
お
よ
び
子
宮
移
植
の
臨

床
応
用
へ
向
け
た
取
り
組
み
」

「
抗
精
神
病
薬
減
量
後
の
ド
パ
ミ
ン

D
2/3

受
容
体
占
拠
率
は
最
低
限
の

血
中
濃
度
測
定
で
予
測
可
能
で
あ
る

：
オ
ー
プ
ン
臨
床
試
験
」

「
糖
尿
病
性
腎
症
の
新
規
病
態
機
構

―Sirt1

とN
M

N

を
介
す
る
尿
細
管

―
糸
球
体
連
関
―
の
解
明
」

「
網
羅
的
解
析
手
法
を
用
い
た
脂
質
代
謝

物
に
よ
る
新
た
な
心
保
護
機
能
の
解
明
」 

「
肺
移
植
後
の
虚
血
再
還
流
に
よ
る

肺
障
害
に
お
け
る
細
胞
死
経
路
の
関

与
の
解
明
と
、
こ
れ
を
標
的
と
し
た

治
療
方
法
の
開
発
」

慶應義塾大学医学部三四会
平成28年度定例評議員会報告

　

去
る
6
月
11
日
（
土
）
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
2
号
館
11

階
大
会
議
室
で
平
成
28
年
度

定
例
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
吉
野
肇
一
議
長
（
44

回
）
に
よ
る
開
会
宣
言
に
続

き
、
平
成
27
年
度
物
故
会
員

１
２
８
名
に
対
し
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。
議
長
か
ら
北
里

先
生
ご
生
家
の
熊
本
地
震
に

よ
る
被
害
は
な
い
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

武
田
純
三
会
長
（
52
回
）

よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、
冒
頭

で
熊
本
の
地
震
に
関
連
し
て

三
四
会
員
（
熊
本
県
8
名
、

大
分
県
8
名
）の
無
事
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
新
病
院
棟

建
設
工
事
の
進
捗
、
地
域
医

師
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
三

四
会
員
と
の
連
携
、
女
性
医

師
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
取

り
組
み
、
三
四
会
ラ
ウ
ン
ジ

と
三
四
会
館
構
想
等
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
1
号
議
案
で
あ
る
平
成

27
年
度
事
業
報
告
が
古
梶
清

和
理
事
（
63
回
）
に
よ
り
行

わ
れ
、
ほ
ぼ
前
年
と
お
り
に

各
種
事
業
が
行
わ
れ
た
と
報

告
さ
れ
た
。
第
2
号
議
案
で

あ
る
平
成
27
年
度
会
計
決
算

が
渡
辺
真
純
副
会
長
（
64

回
）
よ
り
上
程
さ
れ
、
収
入

・
支
出
と
も
ほ
ぼ
例
年
と
お

り
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ

た
。
第
3
号
議
案
で
あ
る
財

産
目
録
、
会
計
事
務
処
理
及

び
財
産
管
理
監
査
報
告
が
水

野
嘉
夫
監
事
（
52
回
）
に
よ

り
行
わ
れ
、
会
計
及
び
会
計

以
外
の
業
務
が
適
正
に
行
わ

れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
第
4

号
議
案
で
あ
る
募
金
委
員
会

報
告
が
末
岡
浩
理
事
（
59

回
）
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
現

在
の
募
金
額
は
14
億
４
２
０

０
万
円
で
あ
り
、
残
り
2
年

間
同
じ
ペ
ー
ス
だ
と
募
金
額

が
20
億
円
に
と
ど
ま
る
見
通

し
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
30
億
円
の
目
標
額
達
成

の
た
め
に
会
員
の
さ
ら
な
る

協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

第
5
号
議
案
の
平
成
28
年
度

事
業
計
画
が
リ
ー
啓
子
副
会

長
（
60
回
）
に
よ
り
提
案
さ

れ
た
。
事
業
内
容
は
例
年
と

お
り
で
あ
り
、
今
年
度
も
連

合
三
田
会
で
医
学
部
講
演
会

・
赤
倉
山
荘
模
擬
店
・
ブ
ラ

ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

第
6
号
議
案
で
あ
る
平
成
28

年
度
予
算
が
渡
辺
真
純
副
会

長
（
64
回
）
に
よ
り
上
程
さ

れ
、
収
入
・
支
出
と
も
に
前

年
と
同
水
準
を
予
定
し
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
1
〜
6
号
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
岡
野
栄
之
医
学

部
長
（
65
回
）
よ
り
医
学
部

・
病
院
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

医
学
部
に
関
し
て
は
、
入

学
試
験
成
績
優
秀
者
に
対
す

る
奨
学
金
制
度
、
一
貫
教
育

校
に
お
け
る
医
学
部
研
究
医

枠
推
薦
制
度
の
新
設
、
医
学

部
創
立
１
０
０
年
記
念
誌
の

発
行
（
予
定
）
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。
病
院
に
関
し
て

は
、
早
期
探
索
的
臨
床
試
験

拠
点
（
厚
労
省
）、
橋
渡
し

研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
文
科
省
）
に
加
え
、
臨
床

研
究
中
核
病
院
（
厚
労
省
）

へ
の
指
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

　

医
学
部
と
病
院
の
昨
年
度

収
支
は
18
億
円
の
黒
字
で
あ

っ
た
。

　

会
長
よ
り
高
額
募
金
者
の

う
ち
こ
の
贈
呈
式
に
参
加
し

た
35
名
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
、記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
三
四
会
社
会
功
労

賞
・
奨
励
賞
の
授
与
が
会
長

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

社
会
功
労
賞
・
奨
励
賞
に

つ
い
て
は
、
三
四
会
員
と
し

て
1
年
以
上
在
籍
し
て
い
る

者
を
選
考
対
象
と
す
る
こ
と

が
古
梶
副
会
長
に
よ
り
説
明

さ
れ
た
。

　

最
後
に
長
倉
和
彦
副
議
長

（
55
回
）
か
ら
参
加
者
へ
の

　

２
０
１
７
年
４
月
開
始
予

定
の
新
し
い
専
門
医
制
度
は

国
民
が
注
視
す
る
な
か
、
現

在
最
終
の
詰
め
の
段
階
に
入

っ
て
い
る
。
平
成
26
年
5
月

に
日
本
専
門
医
機
構
が
設
立

さ
れ
て
以
来
、
各
基
本
領
域

学
会
と
の
頻
回
の
協
議
を
重

ね
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
専
門
医
育
成
の
新
た
な

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、
着
々

と
新
制
度
開
始
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
来
て
い
た
が
、
こ

こ
に
き
て
、
日
本
医
師
会
、

四
病
院
団
体
協
議
会
等
か
ら

「
新
制
度
の
開
始
で
地
域
医

療
の
偏
在
が
更
に
助
長
さ
れ

る
懸
念
が
あ
る
」
の
で
新
制

度
の
開
始
を
延
期
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
厚
生
労
働
省
社
会

保
障
審
議
会
医
療
部
会
、
更

に
は
そ
の
も
と
に
設
け
ら
れ

た
「
専
門
医
養
成
の
在
り
方

に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
に

お
い
て
、
新
制
度
の
実
施
に

よ
り
地
域
医
療
の
混
乱
が
起

こ
る
か
ど
う
か
の
検
証
も
含

め
て
議
論
さ
れ
る
事
に
な
っ

た
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
部
会
、
委
員
会
で
は
建
設

的
な
意
見
の
交
換
は
な
く
、

厚
生
労
働
大
臣
が「
一
度
立

ち
止
ま
り
、
医
療
関
係
者
間

で
地
域
偏
在
の
解
消
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
も
つ
よ
う
」

に
コ
メ
ン
ト
す
る
に
至
り
、

こ
れ
ま
で
新
制
度
の
構
築
に

積
極
的
に
係
わ
っ
て
来
た
専

門
医
機
構
は
勿
論
の
事
、
各

基
本
領
域
学
会
も
来
年
度
実

施
に
向
け
た
最
終
判
断
を
下

せ
ず
に
い
る
。

　

専
門
医
制
度
改
革
の
基
本

理
念
は
「
専
門
医
の
質
を
担

保
出
来
る
制
度
、
患
者
に
信

頼
さ
れ
受
診
の
良
い
指
針
に

な
る
制
度
」
の
構
築
で
あ

り
、「
医
師
育
成
の
国
際
標

準
化
」
の
大
き
な
流
れ
に
沿

う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

謝
意
が
述
べ
ら
れ
閉
会
と
な

っ
た
。

　

閉
会
後
、
同
階
中
会
議
室

で
情
報
交
換
会
が
催
さ
れ
、

ラ
ス
ト
は
応
援
指
導
部
Ｏ
Ｂ

の
山
上
淳
理
事
（
77
回
）・

鈴
木
悠
史
評
議
員
（
93
回
）

両
名
の
見
事
な
指
揮
の
下
、

　

新
制
度
で
は
「
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
制
」
が
採
用
さ
れ

た
。「
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

制
」
と
は
、
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
下
で
目
標
を
計
画
的

に
達
成
す
る
為
に
「
研
修
基

幹
施
設
」
が
中
心
と
な
り
複

数
の
研
修
連
携
施
設
と
と
も

に
研
修
施
設
群
を
構
成
し

「
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作

成
す
る
。
専
攻
医
は
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
、
専
門
医

資
格
取
得
ま
で
の
研
修
を
行

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仕
組

み
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
？
研
修
施
設
の
サ

イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
を
実
施
し
て

評
価
す
る
事
に
な
っ
て
い

る
。

　

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
制

は
、
従
来
の
単
一
施
設
を
研

修
施
設
と
し
て
認
定
す
る

「
施
設
制
」
と
比
べ
て
、
地

域
医
療
の
経
験
を
促
し
，
専

門
医
の
質
を
高
め
、
よ
り
良

質
な
医
療
を
国
民
に
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
点
で
優
れ

て
い
る
仕
組
み
と
い
え
る
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
各
基
本
領
域

学
会
で
は
、
地
域
医
療
へ
の

十
分
な
配
慮
の
上
で
、
医
療

圏
の
多
く
の
施
設
を
研
修
施

設
群
に
含
め
る
よ
う
に
努
力

を
重
ね
て
来
て
い
る
他
、
地

域
の
医
療
関
係
者
や
地
方
自

治
体
と
の
協
議
を
重
ね
、
新

制
度
の
開
始
に
よ
り
地
域
医

療
に
混
乱
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
19
基
本
診
療

領
域
か
ら
約
２
９
０
０
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
専
門
医
機

構
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
の
研
修
委
員
会
に
よ

る
審
査
が
既
に
終
了
し
て
い

る
。
質
の
高
い
専
門
医
を
育

成
す
る
事
を
第
一
義
に
考
え

て
作
り
上
げ
て
来
た
新
専
門

医
制
度
の
来
年
度
よ
り
の
実

施
に
暗
雲
が
漂
っ
て
い
る
事

は
大
変
残
念
で
あ
る
が
、
内

科
学
会
、
外
科
学
会
、
小
児

科
学
会
、産
科
婦
人
科
学
会
、

整
形
外
科
学
会
を
始
め
と
し

た
多
く
の
学
会
は
既
に
来
年

度
開
始
に
向
け
た
準
備
を
整

え
て
い
る
。
私
は
６
月
に
任

期
を
終
え
、
機
構
理
事
長
を

退
任
し
た
が
、
新
た
に
選
出

さ
れ
た
理
事
会
は
地
域
医
療

関
係
者
等
と
地
域
医
療
格
差

の
是
正
に
向
け
た
協
議
を
開

始
し
、
臨
床
研
修
医
の
不
安

を
払
拭
す
る
為
に
も
早
急
に

結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
。

　

確
か
に
地
域
医
療
格
差
は

是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

我
が
国
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
が
、
こ
の
課
題
を
専
門
医

制
度
改
革
で
解
決
し
よ
う
と

す
る
事
に
私
は
大
い
に
違
和

感
を
覚
え
て
い
る
。
こ
れ
迄

に
も
厚
生
労
働
省
は
長
年
に

わ
た
っ
て
医
師
需
給
分
科
会

等
に
お
い
て
地
域
偏
在
是
正

対
策
の
議
論
を
し
て
来
て
い

る
が
、
残
念
な
が
ら
見
る
べ

き
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。
新
専
門
医
制
度
の
実
施

に
際
し
て
、
現
状
を
決
し
て

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
来
の

目
的
で
あ
る
「
専
門
医
の
質

の
向
上
」
を
目
指
し
た
制
度

と
し
て
予
定
通
り
開
始
さ
れ

る
事
を
祈
っ
て
い
る
。

感謝状贈呈式での集合写真

　　【感謝状対象者】（敬称略）
【1】三四会関係者・法人 （五十音順）

氏　名
石山　節
荻野　和郎
荻野　淑子
大塚　太郎
小仲　正克
佐藤　暁子
神内　良一
高橋　純子
深川　富夫
深川　秀子
田口　義嘉壽
松本　喜久子
安井　真理

【2】三四会個人 　（卒回順）

氏　名 卒　回
伊藤　國彦（故人） 27
上原　豊 28
中村　公一（故人） 31
福田　和夫 31
北條　重久 32
北野　正躬 33
前田　昭二 33
川添　勇（故人） 34相当
比企　能樹 37
松木　康夫 37
山本　修三 38
龍　倫之助 38
平林　洌 39

加藤　正弘 39
河合　健 41
山田　淑儿 42
宇沢　充圭 44
𠮷野　肇一 44
大城　俊夫 44
井上　正人 44
北島　政樹 45
大塚　宣夫 45
菅沼　安嬉子 47
相川　直樹 47
山﨑　元 47
鹿島　晴雄 49
高橋　克彦 50
玉谷　青史 50
武田　純三 52
戸山　芳昭 54
末岡　浩 59
竹原　祐志 62
黒瀬　巌 65
深川　和己 68
近藤　健介 73
他ご芳名の公表を希望されない対象者3名

【３】団体・法人 （五十音順）

名　称
足利赤十字病院
慶應義塾大学関連病院会
慶應医学会
慶應医師会
慶應義塾大学医学部内科学教室同窓会
慶應義塾大学医学部准教授講師会
慶應義塾大学医学部三四会

参
加
者
全
員
で
「
若
き
血
」

を
歌
い
に
ぎ
や
か
に
散
会
と

な
っ
た
。

（
議
長　

吉
野
肇
一　

44
回

副
議
長　

長
倉
和
彦　

55
回

記
録
・
理
事

　
　
　

朝
倉
啓
介　

81
回
）

慶應義塾大学医学部生涯教育研修夏季特別セミナー
日　　時　　平成28年８月27日（土）午後３：00〜６：00
場　　所　　ホテル椿山荘東京　1Ｆ「ボールルーム」
開会の辞　　生涯教育研修セミナー委員会委員長　鈴木　則宏
挨　　拶　　医学部長補佐	 安井　正人
講 演 会　　	『眼疾患治療アップデート：失明しない、快適に見るサイ

エンス！！』
モデレーター　坪田　一男（慶應義塾大学医学部眼科学　教授）　
	 1　「失明率第一位　緑内障アップデート」
	 東京大学医学部眼科学　教授　相原　一
	 ２　「糖尿病網膜症治療の現状と今後について」
　　　　　　　北海道大学大学院医学研究科眼科学分野

准教授　野田　航介
	 ３　「急増するドライアイとその対策」
	 杏林大学医学部眼科学　教授　山田　昌和
	 ４　「目の老化とアンチエイジング医学」
	 慶應義塾大学医学部眼科学　教授　坪田　一男
参 加 費　　無料
日医生涯教育制度参加証交付　２単位
	 （取得カリキュラムコード：0、36、37、76）
お問い合せ　　	慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内
　　　　　　　生涯教育研修セミナー事務局
　　　　　　　　　Tel：0３-5３６３-３６11
　　　　　　　　　E-mail：med-somu-３@adst.keio.ac.jp
　　　セミナー終了後に意見交換会を準備しておりますので、
　　　ご臨席ください。

次回、第110回セミナー開催予定：平成28年10月８日

横浜三四会会員の
医療機関検索名簿について

　横浜三四会では、地域三田会との連携
強化を主目的に、市民へのＰＲも兼ね
て、ホームページ上に会員医療機関を簡
単に検索できるタグを設けました。

横浜三四会ホームページURL：

http//www.yokohamasanshikai.jp
（横浜三四会でも検索ヒットします）

に入っていただき、「横浜三四会会員所
属医療機関」というタグをクリック下さ
い。関連病院ならびに、開業している会
員の医療機関が各区別に一覧できます。
それぞれの医療機関のホームページに移
ることも可能です。


